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〇木造薬師如来坐像（写真：中央）
　１躯　像高　122.4 ㎝
　高く肉髻を盛り上げ、髪際線は一直線で額の
狭い四角張った面相、鼻腔を刳らぬぐす鼻、三道の盛り上がりも大きい。
がっしりした肩、豊かな胸、全体に太づくりの堂々とした躰躯、膝厚も大きく、裳先の出も少ない。
流れる様な大振りの衣文、膝奥に三角材を補わないのも古様で、その製作は藤原時代中期頃とみ
られる。
〇木造聖観世音菩薩立像（写真：右から２番目）　１躯　像高　147.0 ㎝
　全体に古様の一木彫成像で、面部も下ぶくれの円相で、相好に優しさがある。条帛や膝上の天
衣の衣文などにも藤原調が見られる。藤原時代の末期の制作。
〇木造地蔵菩薩立像（写真：左から２番目）　１躯　像高　138.8 ㎝
　円相で体躯の肉付きもよく、肩の張りもありがっしりとしている。おとなしい裳裾のあつかい
など藤原時代の特色が見られる。
〇木造二天王立像　2 躯
　阿形（写真：１番右）　像高　172.3 ㎝　ヒノキ材の一木造り。台座高　14.3 ㎝
　吽形（写真：１番左）　像高　172.3 ㎝　ヒノキ材の一木造り。台座高　14.0 ㎝
　がっしりとした体躯、古様な背刳り、彫りの浅い衣文線、おとなしい裳裾のあつかいなど藤原
時代の特色が見られる。

　各像ともに素朴な地方作で、製作年代が古く、特に薬師如来を中心に聖観世音菩薩と地蔵菩薩
を脇侍とし、二天像が主護神として全体で一具の形で安置せられ、全て藤原仏であることは貴重
である。作者は不明であるが、地方作であることはむしろ資料的に価値が高い。

≪町文化財保護審議会委員　菊本雅喜≫

周 防 大 島 の 文 化 財

木 造 薬 師 如 来 坐 像 ほ か
（平野  薬師堂）
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【
相
談
】

　

高
齢
の
母
が
、
先
日
し
つ
こ
い
電
話
勧
誘
に
会
い
、
そ
の
場

は
何
と
か
断
っ
た
が
、
一
人
暮
ら
し
の
た
め
、
今
後
の
こ
と
を

考
え
る
と
不
安
だ
。
何
か
対
応
方
法
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
処
理
】

　

一
度
電
話
に
出
る
と
切
り
に
く
く
な
る
た
め
、
あ
や
し
い
電
話

に
は
、
出
な
い
よ
う
に
工
夫
す
る
こ
と
が
有
効
だ
と
助
言
し
た
。
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在
宅
中
で
も
留
守
番
電
話
機
能
を
利
用
し
、
必
要
に
応
じ
て

後
で
か
け
直
す
よ
う
に
し
た
り
、
発
信
者
番
号
表
示
機
能
の
あ

る
電
話
を
使
用
し
て
い
る
場
合
に
は
、
番
号
非
通
知
や
知
ら
な

い
番
号
か
ら
の
電
話
に
は
出
な
い
と
い
う
方
法
な
ど
、
発
信
者

を
確
認
し
て
か
ら
電
話
に
出
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

　

し
か
し
、
電
話
が
鳴
っ
て
い
る
の
に
出
な
い
の
は
心
苦
し
い

と
い
う
方
に
は
、
今
使
っ
て
い
る
電
話
機
に
「
通
話
録
音
装
置
」

を
取
り
付
け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
犯
罪
被
害
防
止

の
た
め
会
話
内
容
が
自
動
録
音
さ
れ
ま
す
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン

ス
の
後
に
、
呼
び
出
し
音
が
鳴
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
悪
質
業
者

は
証
拠
が
残
る
こ
と
を
嫌
が
る
た
め
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
途
中
で

切
っ
て
し
ま
う
と
思
わ
れ
ま
す
。
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
途
中
で
電
話

が
切
れ
て
し
ま
え
ば
、
呼
び
出
し
音
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、身
内
な
ど
の
電
話
番
号
は
、事
前
に
登
録
し
て
お
け
ば
、

警
告
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
な
い
よ
う
に
も
で
き
ま
す
。

悪
質
な
電
話
勧
誘
販
売
や
振
り
込
め
詐
欺
か
ら

高
齢
者
を
守
る
工
夫


